
令和元年度消防機器の改良及び開発並びに消防に関する 

論文に係る会長賞「最優秀賞」の受賞決定ついて 

 

 

一般財団法人全国消防協会が主催する、「令和元年度消防機器の改良及び開発並びに

消防に関する論文」に火災調査シミュレーションアプリ（以下、アプリという。）の開

発者である当組合の消防本部予防課 火災調査係長 入村 宗と同主任清水 聡が応募し

た作品「火災調査シミュレーションアプリの開発及び全国的運用に見る効果」が消防

機器の部において、全国１３０の応募作品中、最高位となる会長賞（最優秀賞）を受

賞することになりました。 



 

 

これは、昨年５月に受賞した「消

防庁長官賞」に続く快挙です。 

 

このアプリは消防職員が疑似体験

を通して火災調査における経験値の

向上を効率よく図れる新教材として

開発したソフトであり、最大の特色

は、設計・規格の段階からコンピュ

ーターグラフィックスを駆使し、実

火災写真は一切使用せず、ストーリ

ー、音楽、ゲームコーディネートな

ど外部委託などを行わず、著作権へ

の配慮にも万全を期した完全オリ

ジナル版であり開発者個人が有す

る技術により制作されている点に

あります。 

 

 

選考委員会においては、消防業務における利便性、性能、費用対効果、独創性、論旨

のいずれもが秀逸しており、消防機器としての完成度の高さが評価され、最も優れた作

品として最優秀賞に選ばれたものです。 

 

このアプリは昨年６月以降、北海道から沖縄県まで、全国１３０の消防本部（局）や

消防学校から依頼を受け、順次無償でデータを提供しています。アプリ体験者からの反

響は、一様に自己研鑽の教育ツールとして、「あったらいいな」を体験でき、明らかに

火災調査に対する意欲、知識、士気の向上が図られ、アプリ効果は絶大との言葉を頂戴

しており、その可能性はさらなる発展を見せているところです。 

 



火災調査業務における調査

力の増進を図るため、人員と予

算の実質的拡充と同等以上の

効果をもたらすという基本理

念に基づき開発されたアプリ

は、着実に消防行政全体の活性

化と組織の垣根を超えた消防

機関同士の連携の強化に資す

るものと確信しています。 

 

 

私たちは、今後も市民の安全・安心を推進し負託に応えるため、歩みを止めることな

く消防課題に対する挑戦を続けていきたいと思います。 

表彰式は、令和２年６月２日、広島県広島市で開催される全国消防長会内で執り行わ

れ、最優秀賞受賞者の発表が併せて行われます。 


